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道路交通事故を受傷した後に死亡した症例で、 1990年 8 月から 1998年 2 月までの 7 年 6 ヶ月の聞に自動車保険料率
算定会近畿地区本部(以下、自算会)で、事故と死亡との因果関係が検討された811名を対象とし、全例に医学的鑑
定を行い、死因を判断した。具体的には、自算会近畿地区本部が常時入手する資料(①交通事故証明書 ②事故状況




平均年齢は69.2 :t 16.0歳、外傷重傷度を示す ISS は 17.0土 1 1.5 といずれも高かった。剖検例は5.1%で異状死体の届出














部外傷64%、骨折10%、複数の交通外傷 5 % (骨折関与 4 %)、出血性ショック 3%、疾病 9%、不明 9%であった。
骨折が原因と考えられた49例の意識障害の要因を特定するためにロジスティック回帰分析を行ったところ、痴呆発症
の要因として、長管骨骨折の数、年齢の多さ、 ADL の低さ、既往症としての痴呆などが明らかになった。また、各
部位の外傷重傷度を示す AIS からみた寝たきり率のオッズ比は、頭部 3 点以上3.1、下肢 2 点以上3.2、下肢 3 点以上
7.2、脊髄 3 点以上2.5、胸部 2 点以上1.84であった。痴呆発症率のオッズ比は頭部 3 点以上29.2、頭部 4 点以上35.9、





















高齢者社会を迎え、 QOL (Quality of Life) が問題とされるようになった今日において、高齢者の交通事故受傷
者の実態を明らかにした上で、 QOL を低下させる要因を提示し、その対策を提示した点で、本研究の社会的意義は
大きく、今後、これら領域の問題解決に貢献するととが期待される。よって、本研究は、博士(医学)の学位授与に
値すると考えられるo
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